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 Ⅴ 参考データ 
 １ 高軒高ロックウール(RW)栽培試験の概要 

（１）施設の基本構造・制御機器 
 ・温室面積：162 m2（間口 9.0m、奥行き 18.0m）、軒高 3.6 m，棟高 4.9 m 
 ・被覆資材：屋根及び妻面 フッ素樹脂フィルム、側面 PO フィルム 
 ・カーテン資材：LS スクリーン テンパ 5557D、ラクソス 1547DFR 
 ・環境制御装置：Next80（株式会社誠和製）、 
 ・環境計測装置：プロファインダーⅢ（株式会社誠和製） 
 ・暖房機：ハウスカオンキ HK-2027TC（ネポン株式会社製） 
 ・CO2 発生装置：光合成促進機 RA-439K（ダイニチ工業株式会社製） 
 ・細霧発生装置：涼霧ポンプユニット KYZ-40IK（株式会社いけうち製） 

 

（２）作型、品種、栽培様式などの基本情報 
 ・播種：7 月 20 日前後、接木：7 月末～8 月初旬、定植：8 月 15 日 
 ・品種：穂木‘TY みそら 86’（ヴィルモランみかど） 台木‘スパイク’（愛三種苗） 
 ・栽植様式：ロックウールブロック（ロックウール社）当たり本葉５枚程度の苗 2 株を移植し、ベ

ッド間隔 2 m、ロックウールブロック間隔 40 cm でロックウールスラブ（ロックウール社）に定
植した（栽植密度 2.5 株/m2）。ハウス内に栽培ベッドは 4 ベッド設置し、1 ベッド当たり 66 株
定植した。東西方向に振り分けて誘引し、生⾧点が誘引線に到達した 10 月下旬～11 月中旬以降、
草丈の伸⾧に応じてつる下しを行った。翌年 5 月下旬に開花花房の上に葉を２～５枚残して最終
的な摘心を行った。 

 ・給液管理：培養液は OAT ハウス SA 処方（OAT アグリオ株式会社）を用い、定植から 3 段花房
開花までは 0.8dS/m、それ以降は生育に応じて段階的に 2.2～2.7dS/m まで高め、1 月以降は段
階的に低下させ、最終的に 1.6dS/m 程度に調整した。給液量は、排液率が 20～30%になるように
調整した。 

 

（３）環境制御値 
 ・換気開始温度：明期の最高換気開始温度は、定植から収穫開始及び 4 月から 7 月は 22.0℃、3 月

中旬から下旬は 25.0℃、収穫開始から 3 月中旬にかけて 28.0℃とした。 
 ・暖房開始温度：暗期は 11.0～13.5℃、明期は 19.0℃を下回ったら暖房機が稼働するように設定し

た。なお、日の出前から日の出後にかけて徐々に暖房開始温度を高める早朝加温を行った。 
 ・培地加温：培地温度が 16.0℃を下回らないように栽培槽の底面に敷設したパイプ内に 40℃程度の

温湯を循環させることで培地加温を行った。 
 ・CO2 発生装置稼働条件：収穫開始以降、日の出１時間後から日の入りにかけて CO2 濃度が 500～

600ppm になり、換気開度 30％以上の場合は 400ppm になるように設定した。 
 ・細霧発生装置稼働条件：定植以降、日の出後から日の入り 30 分前に飽差が８g/m3 を超えたら稼

働し、５g/m3 に達したら停止するように設定した。 
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 ２ 土耕栽培（既存施設活用）試験の概要 

（１）施設の基本構造、制御機器 
 ・温室面積：72m2（間口 7m、奥行き 10.3m）、軒高 2.5m，棟高 4.9 m 
 ・被覆資材：ガラス 
 ・カーテン資材：LS スクリーン 
 ・環境制御装置：スーパーミニ（三基計装株式会社製） 
 ・暖房機：ハウスカオンキ KA-205（ネポン株式会社製） 
 ・炭酸ガス：生ガス 
 ・細霧発生装置：涼霧ポンプユニット KYZ-40IK（株式会社いけうち製） 

 

（２）作型、品種、栽培様式などの基本情報 
 【収量重視タイプ】 
 ・播種：9 月 4 日前後、接木：9 月下旬、定植：10 月下旬 
 ・品種：穂木‘桃太郎ホープ’（タキイ種苗） 台木‘グリーンセーブ’（タキイ種苗） 
 ・栽植様式：１段花房が１～２花開花する頃に１条で定植した。畝間 140cm、株間 35cm、栽植密

度 2,040 本／10a とした。各段の収穫が始まった段階で、各段までの下葉を摘葉した。摘心は行
わず、Ｎターン誘引とした。生⾧点が誘引線に到達したらＵターン誘引を行い、さらに、生⾧点
が地表面に達する前に斜め上方向へ誘引した。 

 ・施肥（10a 当たり）：牛ふん堆肥１t、土壌分析結果に応じて石灰質肥料を施用し、基肥として成分
量で N：P2O5：K2O=15：30：15kg を施用した。追肥は、１月から 6 月まで２週間ごとに液肥（OKF1
号）を 300 倍に希釈して N 成分量 1.5kg／回を施用した。 

 【品質重視タイプ】 
 ・播種：10 月 5 日前後、接木：10 月下旬、定植：11 月下旬 
 ・品種：穂木‘ＣＦ桃太郎はるか’（タキイ種苗） 台木‘グリーンセーブ’（タキイ種苗） 
 ・栽植様式：１段花房が１～２花開花する頃に１条で定植した。畝間 125cm、株間 35cm、栽植密

度 2,285 本／10a とした。各段の収穫が始まった段階で、各段までの下葉を摘葉した。生⾧点が
誘引線に到達したらＵターン誘引を行い、生⾧点が地表面に達する前に開花花房の上に葉を２枚
残して摘心した。 

 ・施肥（10a 当たり）：牛ふん堆肥１t、土壌分析結果に応じて石灰質肥料を施用し、基肥として成分
量で N：P2O5：K2O=15：30：15kg を施用した。追肥は、３月から６月まで２週間ごとに液肥（OKF
１号）を 300 倍に希釈して N 成分量で 1.5kg／回を施用した。 

 

（３）環境制御値 
 ・換気開始温度：明期の最高換気開始温度は、定植から３月上旬までは 25.0℃、3 月中旬以降は 23℃

とした。なお、16 時の換気開始温度を 12℃に下げて（クイックドロップ）、17 時に 15℃とした。 
 ・暖房開始温度：暗期は 12.0～13.0℃、明期は 18.0℃を下回ったら暖房機が稼働するように設定し

た。なお、日の出前から日の出後にかけて徐々に暖房開始温度を高める早朝加温を行った。 
 ・CO2 発生装置稼働条件：収穫開始以降、日の出１時間後から日の入りにかけて CO2 濃度が 500～

600ppm になり、換気開始温度に達した場合は 400ppm になるように設定した。 
 ・細霧発生装置稼働条件：定植以降、日の出後から日の入り 30 分前に飽差が８g/m3 を超えたら稼

働し、５g/m3 に達したら停止するように設定した。 
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